
リーダーのスピードある
意意思決定



マネジメントとは意思決定のプロセス
問題・課題を明らかにし，決断し，実行しよう

経営管理者に最も大きな影響を与えた経営思想家といわれるドラッカ

ー（P．F．Drucker）は，「マネジメントとは意思決定のプロセスである」

と述べています（『現代の経営』上田惇生訳）。意思決定はビジネスに携

わる経営管理者の果たすべき第１の役割ということができます。意思決

定をしなければ，経営は一歩も前にすすむことができません。

このテキストは，マネジメントにおける意思決定の問題について，幅

広く取り上げました。意思決定すべき事柄は，トップ，ミドル，ロワー

の各階層によって異なりますが，いずれの立場であっても知っておくべ

き，基本の考え方や実践の原則をやさしく紹介しています。管理監督

者・リーダーに必要な，意思決定の仕方についてのエッセンスを確実に

理解することができるでしょう。

第�部では，日常業務における意思決定の問題を扱います。まず，意

思決定に取り組むリーダーとしての「マインド」をチェックし，マネジ

メントにおける意思決定の重要性を理解してください。リーダーは日常

業務において，正確で迅速な「決定」をするとともに，目標マネジメン

トにおける「何をやるか」の意思決定（目標設定）を確実におこなって

いくことが大切です。

第�部では，戦略的意思決定のあらましを学習します。情報収集（問

題の理解と分析）⇒目的の確認⇒目標の設定⇒代替案（複数の解決案）

の作成⇒リスクの予測と対応⇒実行（意思決定）のステップの意義を理

解し，それぞれのステップでどのような取り組みが必要であるか，掘り

下げてください。意思決定を「する」ときの手順を理解するだけでなく，

意思決定を「しない」ことのリスクも認識してください。
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第1章

リーダーに求められる
意思決定

1 「意思決定マインド」をチェックしよう

誰もが意思決定を必要とする

マネジメントにおける意思決定の重要性は改めて言うまでもないこと

でしょう。

トップマネジメントは，会社（経営）全体の理念や方向性を定め，組

織編成や組織目標を決定します。組織全体にかかわる戦略を考えます。

部長クラスのミドルマネジメントは，商品（製品）開発や販売戦略，生

産計画など，担当部門に必要な企画を立案し，決定します。

課長クラスのミドルマネジメントは，こうした決定を受けて主にどの

ように取り組むか，その方法・手段（戦術）を決めているはずです。係

長クラスのロワーマネジメントは，上位目標にしたがってどのように着

手し，どう成果をあげるかを考え，従業員とともに実行します。

このようにマネジメントの各段階でのねらいは異なるにしても，それ

ぞれのマネジャーはもちろん従業員に至るまで，何らかの意思決定をし

意思決定

戦略

戦術

実行
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ています。実際に意思決定すべき事柄は，新規投資をどうするか，海外

に工場を移転するかどうか，といった複雑で難しい案件もあれば，実務

において，どのようなチームを編成して実行するか，仕事のやり方をど

うするか，といった問題に至るまできわめて多様です。

もっと言うと，きょう昼に何を食べるか，今晩どこかで，誰かと一杯

やるか，という日常的な場面でも意思決定は行われています。つまり，

決定すべき事柄や内容は，立場や役割によって違ってはいても，物事を

前にすすめるには，誰もが意思決定をしている（しなければならない）

ことは間違いありません。

権限と責任の関係で4つのパターンのリーダー

さて，意思決定とは何か――については改めて検討することにして，

はじめにリーダーの意思決定のあり方についてみておきましょう。意思

決定は，あれかこれかを決めることです。特に，ビジネスの場面での意

思決定は，各人の立場，役割において権限を行使することといえます。

当然，その結果に対する責任を果たすことが求められます。

権限の行使とその責任の関係でリーダーの行動を整理すると，次の４

つのパターンに分かれます。

（�）権限を行使し，結果に対する責任をとる

（�）権限を行使するも，責任はとらない

（�）権限を行使しないが，責任はとる

（�）権限を行使することもなく，責任もとらない

権限を行使（発揮）し，成果をあげる（責任の履行）ことが，権限の

与えられているリーダーの役割です。権限と責任は表裏一体です。権限

を行使した結果，もし失敗した場合には応分の責任をとらなければなり

ません。リーダーの行動は，（�）のパターンであるべきです。

しかし，中には他の行動タイプをとる者がいます。

よくみられるのが，「（�）権限を行使するも，責任はとらない」とい

うリーダーです。指示型のリーダーの一種です。自分が決めたことを部

下にきっちりやらせようとするタイプです。問題は，自分の判断や指示

誰もが意思決定

権限

責任

指示型のリーダー

第１章 リーダーに求められる意思決定
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